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研究成果の概要（和文）：研究１では、インターネット依存傾向における心理社会的ストレッサーに対するスト
レス反応の特徴を明らかにすることを目的とした。その結果、インターネット依存傾向を示す者では、インター
ネット依存傾向を示さない者と、気分、血圧、αアミラーゼの反応は同等に上昇したが、コルチゾール反応は低
かった。研究２では、インターネット依存傾向における注意バイアスとストレスの関連性の特徴を明らかにする
ことを目的とした。その結果、インターネット依存と統制群の間に、ストレス反応とインターネット関連刺激に
対する注意バイアスとの関連性の強さに差異は見られなかったが、嗜癖の対象別に注意バイアスとの関連性をさ
らなる解析で検証する。

研究成果の概要（英文）： Study 1 aimed to characterize stress responses to psychosocial stressors in
 Internet addiction. The results showed that the negative affect, blood pressure, and alpha-amylase 
responses were equally elevated, while the cortisol response was lower in Internet addiction group 
than in the control group. Study 2 aimed to examine the relationship between attentional bias and 
stress in Internet addiction. The results showed that there was no difference in the strength of the
 relationship between stress response and attentional bias toward Internet-related stimuli between 
the Internet-dependent and control groups. Because the relationship between attentional bias and 
Internet addiction may depend on object of addiction including gaming, shopping, and SNS, the 
further analyses by different types of Internet addiction will be conducted.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： インターネット依存　注意バイアス　ストレス　コルチゾール
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、インターネット依存では、他の依存症と同様に、ストレスに対するコルチゾール反応の鈍化が見られ
ることが明らかとなった。この結果は、物質を依存対象としない行動嗜癖のインターネット依存が、アルコール
依存等の物質を使用する依存症と同様の生理学的特徴を有することを示唆する。インターネットから注意をそら
せない注意バイアスとストレスの関連性は示されなかったが、インターネット依存のタイプ別に（たとえば、ゲ
ームへの依存、SNSへの依存等）今後さらなる検証をすすめる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
インターネットの普及、高速化、モバイル化等の情報通信技術の発展に伴い、インターネット

は社会生活に不可欠となった。その一方で、インターネットを依存対象とするインターネット依
存が臨床心理学、精神医学上の問題として生じてきた。 
インターネット依存とは、インターネットに対する過度の没頭、衝動、行動を制御できず、結

果として生活機能の低下や心理的苦痛が引き起こされることと特徴づけられる 1。インターネッ
ト依存の有病率はおよそ 5－10 %と報告されている。年代別にみると、とくに青年期の有病率が
高くいことが報告されており、日本においても成人のおよそ 5 %がインターネット依存傾向を持
ち、とくに 20代の有病率が高いことが報告されている 2。 
依存の形成、維持に関与する代表的な要因として、注意バイアスがある。注意バイアスとは、

感情刺激などの特定のカテゴリーの刺激に選択的に注意を向ける傾向が強い情報処理の偏りの
ことである。たとえば、ポジティブ刺激に対する注意バイアスが高まることで、依存対象を使用
したい渇望が高まったり、依存対象から注意をそらすことができず、依存対象を使用することを
考え続けたりすると想定されている。これまでの研究では、さまざまな依存全般で、注意バイア
スが認められることが報告されている 3。 
注意バイアスはストレス時に分泌量が増加するコルチゾールが、注意バイアスの強さと関連

する 4。コルチゾールは副腎皮質から分泌されるステロイドホルモンの一つである。コルチゾー
ルの受容体は脳の扁桃体、海馬、前頭前皮質などにとくに高密度に分布する。ストレスに反応し
てコルチゾールの分泌量が高まると、コルチゾールは情動に関与する扁桃体の賦活を高め、情動
制御に関わる海馬、前頭前皮質の賦活を低下させる 5。このような作用が、ストレス誘導性のコ
ルチゾールが注意バイアスの増強に関与するメカニズムの一つと想定されている。 
依存症ではストレスがその発症、維持、再発に関与すると想定されており、インターネット依

存においてもストレス時に分泌量が増加するコルチゾールがインターネット関連刺激に対する
注意バイアスを強めることがそれらの作用と関連している可能性がある。また、インターネット
依存には、ゲーム、SNS、買い物等のインターネットの使用内容によって、状態像が異なること
が報告されている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、インターネット依存の依存対象別に、インターネット依存傾向、注意バイアス、

ストレス反応の関連を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究１では、インターネット依存傾向における心理社会的ストレッサーに対するストレス反

応（感情、コルチゾール、αアミラーゼ、血圧）の特徴を明らかにすることを目的とした。イン
ターネット依存の有病率の高いことが報告されている青年期の者を対象として、インターネッ
ト依存（IA）6、ストレス反応（自覚ストレス調査票）7を測定する質問紙等に回答を求めた。ま
た、ストレス負荷課題を実施し、ストレス反応の変化を測定するため、ストレス負荷の前後で、
感情を測定する質問紙（PANAS）8への回答、唾液の採取（唾液中コルチゾール、αアミラーゼの
測定のため）、血圧の測定を行った。 
研究２では、インターネット依存傾向における注意バイアスとストレスの関連性の特徴を明ら

かにすることを目的とした。大学生を対象として、インターネット依存、ストレス反応を測定す
る質問紙等に回答を
求めた。また、ドット
プローブ課題を実施
して、インターネット
関連刺激に対する注
意バイアスを測定し
た。 
 
４．研究成果 
研究１の結果、イン

ターネット依存傾向
を示す者では、インタ
ーネット依存傾向を
示さない者と、気分、
血圧、αアミラーゼの
反応は同等に上昇し
た（Figure 1）。一方
で、コルチゾール反応
は低かった（Figure 
2）。 
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Figure 1 インターネット依存におけるストレス 

に対するネガティブ感情反応 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究２の結果、インターネット依存と統制群の間に、ストレス反応とインターネット関連刺激

に対する注意バイアスとの関連性の強さに差異は見られなかった。ストレスと注意バイアスの
関連性については、今後インターネット依存の依存対象別に、それらの関連性の有無を検証する
必要がある。 
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Figure 2 インターネット依存における 

ストレスに対するコルチゾール反応 
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